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ミヤコワスレのプロトプ フ
新技術・情報名 スト由来カルスからの個体 分類 ③

再生

１．成果の内容

１)技術、情報の内容及び特徴

ミヤコワスレの細胞育種の基礎となるプロトプラストの培養技術は確

立されてなかったが、単雛、培養、緑色カルスの形成を経たのち、初め

て、植物体の再分化に成功した。

（１）プロトプラスト由来カルスを緑化させるための栄養源としては、ブド

ウ糖209／９単独の添加またはブドウ糖109／，とショ糖109／，の併用がよ

く、マンニトールの添加は不要である。

（２）植物成長調節物質ＢＡ２．０mg／９，ＮＡＡＯ～0.2mg／９を添加した再分化培

地で600個のプロトプラスト由来カルスから３個体の再分化植物が得られ

た。

2)技術、、情報の適用効果

ミヤコワスレのプロトプラスト由来のカルスの緑化と不定芽の再分化

の条件が明らかになり、細胞育種に利用できる。

3)適用範囲
０

国、県、民間等の試験研究機関

4)成果の利活用・普及指導上の留意点

プロトプラスト由来のカルスから、不定芽が再分化するまで数カ月を

要するので、カルスが褐変しないように、約１カ月毎に継代培.養を行う

必要がある。
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プロトプラスト由来カルスの生育に及ぼす糖の影響（平成３年）表１
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注）基本培地はＭＳ、培養２３日後の結果。

プロトプラスト由来カルスからの再分化（２３８日後）義２ (平成３年）
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２．具体的デ
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注）基本培地はＭＳ、培養236日後の結果。
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３．その他特配事項

担当部科室名：生産環境研究所

計

生物資源部

期 間３昭和６２年～平成３年

研究担当者名：中原睦夫、古賀正明、近藤英和

生物工学研究室

予算区分：県特

研究謀題名：花きの単細胞からの個体再生


